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学位関係学内規則（抄） 

 

 弘前大学大学院学則  

 

(博士論文) 

第 21 条 博士論文は，在学期間中の所定の期日までに提出しなければならない。  

2 博士課程においては 4年以上，博士後期課程及び後期 3 年博士課程においては 3 年以上在学し，

かつ，所定の単位を修得し，前項の期間内に博士論文を提出しなかった者については，本人の願

い出により，単位修得証明書を交付することができる。  

 

(最終試験) 

第 23 条 最終試験は，博士論文，修士論文又は学修の成果を中心とし，これに関連のある科目につ

いて行う。  

 

(後期 3年博士課程の修了要件) 

第 27 条 後期 3年博士課程の修了の要件は，後期 3年博士課程に 3年以上在学し，当該研究科教授

会等の議を経て，学長が定めるところにより，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受

けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優

れた研究業績を上げた者については，後期 3年博士課程に 1年(2 年未満の在学期間をもって修士

課程を修了した者にあっては，当該在学期間を含めて 3年)以上在学すれば足りるものとする。  
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 弘前大学学位規則  

 

(博士の学位授与の要件) 

第 4 条 博士の学位は，本学大学院の博士課程，博士後期課程又は後期 3年博士課程(以下「博士課

程」という。)を修了した者に，学長が授与する。  

2 博士の学位は，前項の規定にかかわらず，本学大学院博士課程を経ない者であっても，学位論文

を提出して学位授与を申請し，その審査に合格し，かつ，専攻学術に関し，本学大学院博士課程

を修了した者と同等以上の学力を有することを確認された場合は，学長がこれを授与する。  

 

(学位論文の提出) 

第 5 条 大学院学則第 25条から第 28 条の規定に基づき，修士又は博士の学位論文の審査を申請す

る者は，学位論文審査願(様式第 1)に論文目録(様式第 3)，学位論文，履歴書(様式第 4)及び国立

大学法人弘前大学の研究活動の不正行為への対応に関する規程(平成 19 年規程第 14号)第 5 条第

3項に規定する研究倫理教育(以下「研究倫理教育」という。)の受講を証明する書類を添え，当

該研究科長を経て学長に提出するものとする。  

2 第 4 条第 2項の規定に基づき，博士の学位授与を申請する者は，学位申請書(様式第 2)に学位論

文，論文目録(様式第 3)，履歴書(様式第 4)，研究倫理教育の受講を証明する書類及び学位論文審

査手数料 57,000 円を添え，当該研究科長を経て学長に提出するものとする。  

3 前項の規定にかかわらず，本学大学院の博士課程に標準修業年限以上在学し，所定の単位を修得

し，かつ，必要な研究指導を受けて退学した者が，退学したときから 1年以内に学位論文の審査

を申請する場合は，学位論文審査手数料の納付を免除する。  

(学位論文審査の付託) 

第 6 条 学長は，前条の申請を受理したときは，研究科長に通知し，研究科長はこれを当該研究科

教授会又は研究科委員会(以下「研究科教授会等」という。)の審査に付さなければならない。  

 

(学位論文) 

第 7 条 学位論文は，自著 1編とする。ただし，参考として他の論文を添付することができる。  

2 審査のため必要があるときは，学位論文の副本，訳文，模型又は標本等の材料を提出させること

がある。  

 

(受理した学位論文及び学位論文審査手数料) 

第 8 条 受理した学位論文及び学位論文審査手数料は，返付しない。  
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(審査委員) 

第 9 条 研究科長は，学位論文が審査に付されたときは，研究科教授会等の議を経て，当該研究

科担当の教授(以下「教授」という。)のうちから，主査 1名及び副査 2名以上の審査委員を選出

して，その審査を委嘱しなければならない。  

2 研究科長は，必要と認めたときは，前項の規定にかかわらず，研究科教授会等の議を経て，教授

以外の当該研究科担当の准教授，講師又は助教を審査委員に委嘱することができる。  

3 学位論文の審査に当たっては，当該研究科担当以外の教員の協力を得ることができる。  

 

(審査期間) 

第 10 条 修士の学位論文の審査及び最終試験は，在学期間中に終了するものとする。  

2 博士の学位論文の審査及び最終試験又は学力の確認は，学位論文又は学位授与の申請を受理した

後 1年以内に，学位を授与できる者か否かを決定できるよう終了しなければならない。ただし，

第 4条第 2項の規定により学位授与を申請した者については，特別の理由があるときは，研究科

長は，研究科教授会等の議を経て，その期間を延長することができる。  

 

 (最終試験) 

第 11 条 最終試験は，学位論文の審査が終わった後に学位論文を中心として，これに関連のある科

目について，口頭又は筆答により行うものとする。  

 

 (審査委員の報告) 

第 13 条 審査委員は，学位論文の審査及び最終試験又は学力の確認を終了したときは，直ちにその

結果を研究科長に報告しなければならない。  

 

(研究科教授会等の認定) 

第 14 条 研究科長が，研究科教授会等の議を経て学位を授与できる者と認定するには，構成員(海

外出張中，休職中，その他，研究科長が研究科教授会等の議を経て，やむを得ない理由があると

認めた者を除く。)の 3分の 2以上の出席を必要とし，かつ，その 3分の 2以上の賛成がなければ

ならない。  

2 研究科長が，研究科教授会等の議を経て，必要と認めたときは，当該研究科教授会等の構成員以

外の当該研究科担当の教員を出席させることができる。  

 

(研究科長の報告) 

第 15 条 研究科長は，研究科教授会等の議を経て，学位授与の可否について認定したときは，修士

又は博士にあっては学位論文に学位論文審査要旨及び最終試験又は学力確認の結果を，教職修士

（専門職）にあっては学修の成果の審査結果を添えて，学長に報告しなければならない。ただし，

当該認定において，学位を授与できない者と認定したものについて，最終試験又は学力の確認を

要しないものであったときは，当該結果の添付を要しないものとする。  
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［履修案内からの抜粋］ 
 
 

Ⅰ．概要 

 
４．博士論文提出資格，修了要件及び学位 
 

①博士論文提出資格 

所定の単位（１６単位以上）を修得し，かつ，レフェリー付きの学会誌等に本人筆頭の

論文を１編以上提出した者に，博士論文を提出する資格を認める。 

②修了要件 

３年以上在学し，所定の単位（１６単位以上）を修得し，必要な研究指導を受けた上，

学位論文の審査及び最終試験に合格することとする。 

ただし，優れた業績を上げた者については，研究科に１年（２年未満の在学期間をもっ

て修士課程を修了した者にあっては、当該在学期間を含めて３年）以上在学すれば足りる

ものとする。 

③学位 

本研究科を修了した者には，博士の学位を授与する。学位に付記する専攻分野の名称は，

「学術」とする。 

 

Ⅱ．履修方法 

学生が所定の期間内に学位が取得できるように，下図のような履修方法が行われます。 

１
年
次 

前期 
 オリエンテーション 

後期 

 

２
年
次 

前期 

 

後期 

 

３
年
次 

前期 

 

後期 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・学会での研究発表 
 

・学会等へ研究論文投稿 

研究テーマ設定 

（研究計画作成） 

↓ 

研究活動 

（経過報告） 

↓ 

研究活動 

（経過報告） 

↓ 

研究活動 

↓ 

学位論文中間審査 

↓ 

学位論文作成 

学位論文予備審査 

学位論文審査 

［地域政策形成論］（２単位） 

［選択科目］（６単位） 

［演   習］（４単位） 

［特別研究］（４単位） 

研  

究  

指  

導 
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○弘前大学大学院地域社会研究科における学位論文審査方法等に関する申合せ 

（平成 16 年 4 月 8 日 研究科委員会決定） 

                                                        改正 平成 31 年 3月 1日                       

（趣旨） 

 第 1 条 この申合せは，弘前大学大学院地域社会研究科における学位規則の実施に関 

  する細則の論文審査の方法等について定める。 

  

（予備審査） 

 第 2 条 弘前大学大学院地域社会研究科における学位規則の実施に関する細則（平成 

  19 年 4 月 1 日制定）（以下，「細則」という。）第 5 条に定める論文の予備審査は， 

  次の各号に掲げるところにより行う。なお，細則第 4 条第 1 項申請者に，論文内容 

  の質疑を中心とした面接を行うものとする。 

   (1) 学位論文を執筆するに相応する学識等を有しているか 

   (2) 細則別表第 1 及び別表第 2 に定める学位論文の草稿の内容等が，学位申請 

     論文として適合しているか 

   

（審査基準） 

  第 3 条 論文の審査は，次の各号に掲げる基準により行う。 

      (1) テーマ設定の適切性 

            論文のテーマの設定が適切であり、論文作成の意図及び問題意識が明確で 

          あること。 

      (2) 理論的貢献 

            関係研究領域の国内外における学説を踏まえ、かつテーマに合った理論的 

          考察を含み、地域社会発展に寄与する内容であること。 

      (3) 論述の適切性 

            論文の記述（本文、図、表、引用、文献等）が適切であり、首尾一貫した 

          論理構成になっていること。また、事例と分析理論が整合性をもち、それら 

          の表現が読者に対して理解しやすく説得的であること。 

      (4) 独創性 

            論文のテーマ及び内容が、地域社会研究の新たな枠組みを提示する独創性 

          を有すること。 

      (5) 資料の適切性 

            文献、ホームページ情報等の資料の引用が著作権を侵害（剽窃、無断引用 

等）することなく適切に行われていること。また、参考とする文献や資料と 

した調査研究対象に関する人権侵害などの研究倫理上の問題に対して細心の 

注意が払われていること。 
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  （その他） 

  第 4 条 この申合せに定めるもののほか必要な事項は別に定める。 

 

 

     附 則 

 この申合せは，平成１７年１０月 ５日から施行する 

     附 則 

  この申合せは，平成２４年１１月２８日から施行する。 

       附 則 

 この申合せは，平成２６年１０月２９日から施行する。 

    附 則 

  この申合せは，平成３１年４月１日から施行する。 
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学位論文の提出資格，形式及び申請手続きについて 

 

（平成 31年 3月 1日 地域社会研究科教授会決定） 

 

弘前大学大学院地域社会研究科における学位論文の形式及び申請手続きについては，弘前大学

大学院地域社会研究科における学位規則の実施に関する細則（平成 19 年 4 月 1 日制定）（以下，

「細則」という。）及び弘前大学大学院地域社会研究科における学位論文審査方法等に関する申

合せ（以下、「申合せ」という。）に定めるもののほか，以下のとおりとする。 

 

１．申請資格 

細則第 4条の各号に応じ，申請者は原則として単著又は筆頭執筆者である以下の表の申請論

文に関連する論文数を有することとする。 

細則第 4条 提出該当者 
申請する論文に

関連する論文数 

左のうち全国規模の査読

付学会誌に掲載された論

文数 

第 1号申請者 － 1 1 

第 2 号又は第

3号申請者 

大学学部卒業者 5 1 

修士課程又は博士

前期課程修了者 
3 1 

 

２．申請手続き 

細則別表第 1又は第 2の予備審査又は審査に定める各提出書類及び所定の学位論文審査手数

料は，所定の期日までに学務部教務課に提出すること。 

 

３．形式 

(1) 浄書 

申請論文が，学会誌等で既に印刷公表又は受理された論文（単著・共著とも）の場合は，

学位申請のための自著論文の形式に書き改めて提出すること。 

この場合，審査の参考資料として，別刷り又は掲載予定原稿の写しを添付すること。 

(2) 用紙・体裁 

学位論文及び提出書類（参考論文と戸籍抄本は除く。）の書式はＡ４版，明朝体，活字の

大きさは１１ポイント，１ページの行数は３８行，１行の文字数は３８字とし，ワープロ又

はタイプ浄書したもので，学位論文内容の要旨は，別紙記入例のとおりとする。また，学位

論文が英文の場合，空白はＷスペースとする。 

(3) その他 

論文目録記載の番号と添付した別刷りの番号を一致させ，各別刷りの表紙の右上にその番

号を付すこと。 

学位論文審査願，論文目録，学位論文内容の要旨，論文審査の要旨等に記載する学位論文

の題名（目）は，一致させること。 
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学位論文審査日程等の概要 
 

弘前大学大学院地域社会研究科 
 

事 項 
時 期 

（※９月修了の場合） 
概 要 申請者 

主指導
教員等 

研究科 
教授会 

学位論文予備審査の申請 

↓ 

１０月末まで 

（４月） 

予定稿が学位申請論文として適合

するかの予備審査を申請する。 ○   

学位論文予備審査の審査結

果報告 

↓ 

１１月教授会 

（５月） 

予定稿を予備審査し、審査結果の

報告を行う。  ○ ○ 

学位論文審査の申請 

↓ 

１２月第２金曜日まで 

（６月第２金曜日） 

学位論文審査願、学位論文等の申請

書類を提出する。 ○   

審査委員選出、審査会の設

置 

↓ 

１２月教授会 

（６月） 

主査１名、副査２名の審査委員を

選出し、審査委員は審査会を構成

し、主査は審査会を統括する。 

 ○ ○ 

学位論文審査、最終試験 

↓ 

１２月教授会以降 

（７月教授会以降） 

審査会は論文審査、最終試験を行う。 

 ○  

公開審査会の実施 
２月 

（８月） 

学位論文審査のための公開審査会を

実施する。 ○ ○  

学位論文審査並びに最終試

験の結果報告 

↓ 

２月 

（８月） 

審査会における学位論文審査結果

を所定の様式により報告する。  ○  

学位授与認定審議・議決 

↓ 

３月教授会 

（９月） 

学位論文として認定するかについ

て審議し、議決を行う。  ○ ○ 

学長への報告 

↓ 
 

研究科長から、学長へ報告し、申請

者に議決結果を通知する。    

学位授与 
３月学位授与式 

（９月末） 
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規則様式第 1 号（第５条第１項の規程による学位論文審査願）           

 

 

 

学 位 論 文 審 査 願  

 

 

年  月  日 

 

 

弘 前 大 学 長  殿  

 

 

研究科（専攻） 

氏 名                         ㊞ 

 

 

本学学位規則第５条第１項の規定に基づいて，下記のとおり提出いたしますので， 

審査くださるようお願いします。 

 

 

記 

 

 

論 文 目 録       部 

 

学 位 論 文       部 

 

参 考 論 文       部 

 

履 歴 書      部 
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規則様式第 2 号（第５条第２項の規程による学位申請書）            

 

 

 

学 位 申 請 書  

 

 

年  月  日 

 

 

弘 前 大 学 長  殿  

 

 

 

氏 名                         ㊞ 

 

 

貴学学位規則第５条第２項の規程に基づいて、下記のとおり添付のうえ、博士の 

学位の授与を申請いたします。 

 

記 

 

 

論 文 目 録  部 

学 位 論 文  部 

参 考 論 文  部 

履 歴 書  部 

学位論文審査手数料  円 
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規則様式第 3 号 

 

 

論 文 目 録 

 

 

氏 名                         ㊞ 

 

 

学 位 論 文      部 

 

 

題 名 

 

公表の方法 

 

公表の年月 

 

参 考 論 文      部 

 

（１）題 名 

公表の方法 

公表の年月 

 

 

（２）題 名 

公表の方法 

公表の年月 

 

 

備考 

１ 論文題名が外国語の場合は，和訳を付すること。 

２ 参考論文が２種以上ある場合は，列記すること。 

３ 論文が未公表の場合は，公表予定の方法及び時期を記入すること。 

４ 論文が雑誌等で公表済みの場合は，その刊行物名，巻，ページ及び年月を記入す

ること。 
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 規則様式第 4 号 

 

 

履 歴 書 

 

本 籍 

現住所 

 

性 別 

氏 名 

年  月  日生 

 

学 歴 

年  月  日                              卒業 

年  月  日                              入学 

年  月  日                              卒業 

 

職 歴 

年  月  日 

年  月  日 

 

研 究 歴 

年  月  日 

年  月  日 

 

 

平成  年  月  日 

 

氏 名                     ㊞ 

 

 

備考 

1 本籍等は，都道府県名を記入すること。また，日本国籍以外の者は国籍を記入すること。 

2 現住所は，都道府県名から記入すること。 

3 学歴は，旧制中学校又は新制高等学校卒業から記入すること。 
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様式第 1 号 

 

予備審査申請書 
 

弘前大学大学院地域社会研究科における学位規則の実施に関する細則第 6 条第 1 項に基づき、 

別紙のとおり予備審査に掲げる書類を提出します。 

 

ふ り が な 
氏      名 

 
               ㊞ 
 

学籍番号 

所属講座名 
 
 

主指導教員 
 
 

現 住 所 
〒 
 

連 絡 先 
（メールアドレス・

電話番号） 

メールアドレス： 
電話番号： 

学            歴 

年  月  日 事           項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

職            歴 

年  月  日 事           項 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等 

年  月  日 事           項 
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様式第 2 号 

学位論文内容の要旨 
 

論文提出者氏名  

（論文題目） 

 

 

 

（内容の要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※11 ポイント，1 行 38 字，1 頁 38 行 
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様式第 3 号 

共著者の同意書 
 

 

申請者 
 

所 属：大学院地域社会研究科（         講座） 

 

氏 名： 

 

 

論文題目 

 

 

 

 

（※1                           ） 

 

 

 

上記論文は、申請者との共同研究によるものであり、申請者がこの論文を用い 

学位申請することに同意します。 

 

 

 

 

平成   年   月   日 

 

所属 

氏名               ○印 

※1 英文の場合は（   ）内に和訳を付記すること。 

※  共著者全員の同意書を別葉で作成すること。 
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様式第 4 号 

 

予備審査申請書 
 

弘前大学大学院地域社会研究科における学位規則の実施に関する細則第 6 条第 2 項に基づき、 

別紙のとおり予備審査に掲げる書類を提出します。 

 

ふ り が な 
氏      名 

 
               ㊞ 
 

在籍時学籍番号 

大学院地域社会研究科

退学年月日 
年    月    日  付け退学 

研究指導教員 
 
 

現 住 所 
〒 
 

連 絡 先 
（メールアドレス・

電話番号） 

メールアドレス： 
電話番号： 

学            歴 

年  月  日 事           項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

職            歴 

年  月  日 事           項 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等 

年  月  日 事           項 
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様式第 5 号 

 
業 績 目 録 

 
                                                     氏 名 
 

著書、学術論文等の名称 
単著 
共著 
の別 

発行又は発表 
の年月 

発行所、発表雑誌等 
又は発表学会等の名称 

備 考 
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様式第 6 号 

学位論文内容の要旨（母国語以外） 
 

論文提出者氏名  

（論文題目） 

 

 

 

（内容の要旨） 
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様式第 7 号 

 

 

研究履歴証明書 

 

 

氏 名 

 

年  月  日生 

 

 

 

上記の者は，本（研究機関等の名称）において下記のとおり研究に従事していたこと 

を証明する。 

 

 

 

年  月  日 

 

   

（研究機関の長）             職印 

 

記 

 

 

１ 研究に従事した期間 

 

 

 

２ 研究に従事した期間の身分（所属・職名） 

 

 

 

３ 研究指導者職名・氏名 

 

 

 

４ 主な研究事項（年代順に役割・分担を明記） 
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様式第 8 号 

予備審査結果通知書 
 

氏     名  
  

 
 

主査又は主指導教員氏名 
 
 
 

論 文 題 目  

 

予備審査結果と概要 

 

審査結果 

 

 

審査の概要 
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MEMO 
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弘前大学学術情報リポジトリ登録許諾書 （博士論文） 

 

令和   年   月   日 

 

弘前大学附属図書館長 殿 

 

                  所 属：                                  

                  ﾌﾘｶﾞﾅ                    

氏 名：                                   （自署） 

 

連絡先 

住 所 〒 

     

TEL ：                   

E-mail：                   

 

私が執筆した下記の博士論文（全文）について，弘前大学学術情報リポジトリを通じてイン

ターネット上に無償公開することを許諾します。 

 

記 

 

 

論文題目（和文） 

 

 

 

 

 

論文題目（英文） 

 

 

 

 

学位授与年月日       年   月   日 

 

提供方法(媒体) 

電子媒体 □CD □DVD □MO □その他（         ） 

紙媒体  □プリント（電子ファイルがない場合） 

ファイル形式 □PDF □Word □Excel □PowerPoint □一太郎 □その他(     ) 

公 開 希 望 日 

(希望がある場合) 
令和   年   月   日 以降 

 

 

その他 

（許諾に関しての条件等あれば，記入） 

 

 

 

 

記入上の注意については裏面をご覧ください。 

附属図書館 

記 入 欄 

受 付 日 令和  年  月  日 登 録 日 令和  年  月  日 

学位記番号  博  第    号 ハンドル 10129/ 
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＜注意事項＞ 

１． この許諾書は，博士論文のインターネット公開のため，著作権のうち複製権・公衆送信権

について許可を与えていただくものであり，著作権を移譲するものではありません。 

２． 弘前大学学術情報リポジトリではデータの公開にあたり，データの複製（印刷・ダウンロ

ード等）は，調査研究・教育または学習を目的としている場合に限定されることを明示し

ます。 

３． 論文が既に出版社から公表予定または公表済の場合や特許・実用新案等の申請予定がある

場合は，下記までご連絡ください。 

４． この許諾書に記載いただいた事項は，目的以外の用途には使用いたしません。 

 

 

 
連絡先：〒036-8560 弘前市文京町１ 

    弘前大学附属図書館 資料管理グループ 

    TEL: 0172-39-3156／FAX: 0172-39-3171／E-mail: repohelp@hirosaki-u.ac.jp 

 


